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研究目的の概要 

本研究は課題（研究領域）Dに即して，進化学，考古学，認知科学，科学哲学の研究者

が共同し，「人文学・社会科学固有の問題」であり，なおかつ人間社会の中核的要素の一

つである文化の歴史に関して，人文学・社会科学・自然科学の手法や知見を総合的に動員

して考察する．これにより，歴史（科）学に関わる諸学を分野横断的に総合した文化進化

学の構築を試みる．この文化進化学の構築により，課題（研究領域）Dにおける「人々が

実際にどのように意思決定・行動し、どのような価値を受容・創造するのか」を歴史的

に，なおかつ「人間の認知や行動…に関する科学的研究の成果を取り入れ」ながら考察す

るための新しい研究領域が創出され，歴史（科）学における「個別の分野の精緻化が進む

一方で、ときに研究テーマの極端な細分化」の解消につながると期待される． 

 さらに，本研究で目的とする文化進化学の構築においては，自然科学と人文・社会科

学を連携・総合させるためのモデルケースとなりうるような関係を目指している．すなわ

ち，文化進化学においては，単一の分野からの一方的な知見・手法の提供がなされるわけ

ではなく，むしろさまざまな分野同士の間に補完的な複数のフィードバック関係が基礎と

なっている．本研究は，単に考古学者から提供された考古遺物に関する実証データを数理

的・認知科学的に解析するだけでは終わらない．解析の結果や進化学によって構築された

モデルの妥当性を，考古学者・哲学者と議論し，浮かび上がってきた問題点の検証に適し

たデータを考古学者が再度収集する．こうしたフィードバックを繰り返し行うことで，新

たな知見に従来の考古学・歴史学的視点までを十分に反映させ，整合的な見解を模索す

る．専門とする現象のスケールを異にする分野間の協調は，社会レベルの文化現象の歴史

的変化を，個人レベルの行動・認知から理解するうえでも有益である．しかもその考察を

もとにして，従来の人文学・社会科学，あるいは自然科学における文化理解への含意を哲

学的に探ることも目的の一つである．このような総合的かつ補完的な文化の歴史の考察に

より，文化の歴史の背後にある生物学的基礎からその社会的伝達・変容過程までを総合的

に把握し，「人間・社会・自然の全体的理解」を大きく推進することが，本研究の目的で

ある． 

 

 

  



研究計画の概要 

本研究では，考古学的手法で得られた物質文化に関するデータを様々な分野の視点から

横断的に考察し，特定の分野に偏らない総合的な文化の歴史の理解を目指す． 

 まず，物質文化のデータに関しては，人類最古級の文化現象の痕跡が確認されてお

り，それゆえ文化の歴史を扱う諸分野にとって普遍的重要性をもつ西アジアと，高密度の

関連データが得られている日本列島の先史時代を対象として収集する．考古学グループの

メンバーはこれまでも各地域で考古学分野の調査・研究を行ってきたが，ここで得られた

データは考古学・歴史学への還元を目的としたもので，後述する数理的解析や認知科学的

考察を想定して収集されたものではない．よって，こうした作業に適したデータ収集のた

め，データ解析グループと考古学グループとが文化現象の物的痕跡である考古遺物の再検

討，さらに対象地域における痕跡の検出・獲得を共同で行う． 

 次に，上記作業で得られたデータを進化学・認知科学の観点から考察する．文化は

様々な階層を貫く現象であり，文化多様性が顕著に現れる集団（マクロ）レベルと，それ

を生みだす文化伝達を扱う個体（ミクロ）レベルの両面から迫る必要がある．集団レベル

の解析では，集団遺伝学やネットワーク科学の手法を用い，考古遺物の空間的・時間的な

多様性のパターンからいわゆる「文化圏」を様々な解像度で考察する．また，考古遺物の

系統関係の復元を通じ，各文化の先祖・子孫関係の推定する．個体レベルの解析には，認

知科学の知見を考古学データに適用し，石器や土器の製作伝統の維持変容過程について考

察する．最終的には，こうした結果を総合し，個体レベルと集団レベルのプロセスをつな

ぐことを目指す． 

 また，こうした複雑な統計解析には現象を単純化したモデルの存在が不可欠だが，そ

の妥当性については他グループとの議論を通じて検討し，考古学における個別事例の実証

とより一般的なモデル・理論の構築という補完的なプロセスを，互いにフィードバックを

与えながら実践していく． 

 最後に，文化進化学を哲学的に考察し，その足場をより確かなものとする．たとえ

ば，文化進化学という総合領域を目指す際，考古学のような人文学・社会科学領域と進化

学・認知科学のような自然科学の領域がどのような関係にあるのかを考察するなどし，両

領域における方法論や価値観の違いを踏まえた上での適切な連携・総合関係を検討する． 

 


